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suggest that the two women’s desires, of which unity and oneness have been emphasized, will 
burst open in all directions and fly freely up in the air. However, the revelation came to Nel too 
late, and as in the ending of Morrison’s previous novel, The Bluest Eye (1970), the circular and 
cyclical movement of sorrow that never ends suppresses the upward movement of flying. 
Notes:
1) For more information about the Chicken Little fairy tale, visit the following website: 
http://eleaston.com/chicken.html,http//www.geocities.com/mjloundy
2) Maki Tonegawa writes in her “Shadrack’s Shell Shock—A Rereading of Sula” that Chicken 
Little, “small as he is, represents a man of the patriarchy society”(142).
Works Consulted
Bouson, J. Brooks. Quiet As It’s Kept: Shame, Trauma, and Race in the Novel of Toni Morrison.
Albany: State U of New York P, 2000.
Carmean, Karen. Toni Morrison’s World of Fiction. Troy, New York: Whitston, 1993.
Furman, Jan. Toni Morrison’s Fiction. Columbia: U of South Carolina P, 1996.
Halloway, Karla F. C. and Stephanie A. Demetrakopoulos, eds. New Dimensions of Spirituality: 
A Biracial and Bicultural Reading of the Novels of Toni Morrison.. New York: Greenwood, 
1987.
Johnson, Barbara. The Feminist Difference: Literature, Psychoanalysis, Race, and Gender.
Cambridge, Mass.: Harvard UP, 1998.
McDowell, Deborah E. “ ‘The Self and the Other’: Reading Toni Morrison’s Sula and the Black 
Female Text.” Toni Morrison. Ed. Harold Bloom. New York: Chelsea, 1990.
McKay, Nellie Y.,ed., Critical Essays on Toni Morrison. Boston: G. K. Hall, 1988.
Morrison, Toni. Sula. New York: Knopf, 1973.
Novak, Phillip. “’Circles and Circles of Sorrow’: In the Wake of Morrison’s Sula.” PMLA 114.2 
(1999):184-193.
Otten, Terry. The Crime of Innocence in the Fiction of Toni Morrison. Columbia: U of Missouri 
P, 1989.
Rigney, Barbara Hill. The Voices of Toni Morrison. Columbus: Ohio State UP, 1991.
Smith, Barbara. “Toward a Black Feminist Criticism.” The New Feminist Criticism: Essays on 
Women, Literature and Theory. Ed. Elaine Showalter. New York: Pantheon, 1985. 168-185.
Taylor-Guthrie, Danille, ed. Conversation with Toni Morrison. Jackson: UP of Mississippi, 
1994.
Tonegawa, Maki. “Shadrack’s Shell shock: A Rereading of Sula,” Journal of American 

























それを用いて作成された質問紙 SILL  (Strategy Inventory for Language Learning)が、信頼性
に定評があり（小嶋・廣森・尾関 2010）、SILL を用いた研究も数が多いとして注目されている。
この SILL を用いた研究は、英語学習者で大学生を調査対象としたもの、日本語を第 2言語と
して学習する学習者を対象とした研究が多い (英保 2006;木村 2007）。 
また近年では、学習ストラテジーをただの単体の学習方法として捉えるよりは、心理・社会認
知・社会文化的な視点をも考慮した総合的な学習方法としてとらえ、研究が行われるようにな
ってきた。具体的には、Oxford は総合的な学習ストラテジーを S2R モデル (Strategic 



























































































































A中学・A高校 海外経験あり、学習言語英語・スペイン語 16名、A中学・A高校 海外経験
なし、学習言語英語・スペイン語 2 名、B 高校 海外経験あり、学習言語英語・スペイン語 6














ものを除き有効回答数 63件、有効回答率は 92.64%である。 
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性別(%) male 26%  female 52% 無回答 20% 
年齢(Mean) 15.46歳 






DELE合格率(%) 0.02% (レベル A1) 















性別(%) male 24%  female 55% 無回答 20% 
年齢(Mean) 15.61歳 









































Mean SD Mean SD 
記憶 2.13 0.99 2.53 1.03 0.40 
認知 2.08 0.93 2.76 1.01 0.68 
補償 2.41 1.08 2.80 1.02 0.39 
メタ認知 1.89 0.90 2.71 1.07 0.82 
情意 1.80 0.97 2.16 1.05 0.36 
社会的 2.47 1.05 2.82 1.09 0.35 
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Mean SD Mean SD 
いろいろな方法を見つけて英語（スペイン語）
を使うよう心がける 
1.91 0.87 2.76 0.99 0.85 
自分の英語（スペイン語）の間違いに気づき、
そこから学んで上達しようと努力する 
2.50 0.96 3.17 0.97 0.67 
他の人が英語（スペイン語）を使っているとき
は集中する 
2.38 0.89 2.90 0.94 0.52 
優秀な英語（スペイン語）学習者になるために
はどうしたらよいかを考える 
1.50 0.66 2.34 1.01 0.84 
スケジュールを立て、英語（スペイン語）の学
習に十分な時間をあてる 
1.59 0.74 2.41 1.15 0.82 
英語（スペイン語）で話しかけることができる
人を探す 
1.73 0.79 2.41 1.15 0.68 
できるだけ英語（スペイン語）で読む機会を探
す 
1.70 0.97 2.72 1.03 1.02 
英語（スペイン語）の能力を高めるための明確
な目標がある 
1.68 0.77 2.76 1.21 1.08 
自分の英語（スペイン語）学習の進歩について
考える 








① 統合的動機 2 
② 内発的動機 10 
③ 外発的動機 16 





















 認知 3.28 0.84 
3 英語のテレビ番組や英語の映画を見る  認知 3.24 0.95 









































 自律 3.29 0.91 






























 認知 3.28 0.84 
3 英語のテレビ番組や英語の映画を見る  認知 3.24 0.95 









































 自律 3.29 0.91 

































 記憶 1.97 0.94 



















 英語 スペイン語 全体 平均の差 
英語（スペイン語）を使うのに自身がないとき
は、いつもリラックスするよう心がける 
2.21 1.88 2.03 0.32 
間違いを恐れず英語（スペイン語）を使うよう自
分をはげます 
2.66 2.21 2.41 0.45 





2.10 1.82 1.95 0.28 
英語（スペイン語）学習日記をつけて自分の感
情を書いている 
1.38 1.09 1.22 0.29 
英語（スペイン語）を勉強しているとき、自分がど
う感じているか他の人に話す 
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考える         




6新しい単語を覚えるのにフラッシュカードを使う     
7新しい単語を身体で表現して覚える       




認知ストラテジー          
10新しい単語を数回書いたり言ったりする       
11英語 (スペイン語）のネイティブスピーカーのように話すよう心がける 
12英語 (スペイン語）の発音練習をする       
13知っている単語をいろいろな文脈で使ってみる  
14積極的に英語 (スペイン語）で会話を始める      
15英語 (スペイン語）のテレビ番組や英語 (スペイン語）の映画を見る  
16英語 (スペイン語）で読むのが楽しい       
17英語 (スペイン語）でメモ、メッセージ、手紙、メールを書く   
18英語 (スペイン語）の文章をまずざーっと読み、もういちど、前に戻って注意深く読む  
19英語 (スペイン語）の新しい単語に似た言葉を日本語の中から探す   
20英語 (スペイン語）の中にパターンを見つけようとする    
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21難しい英語 (スペイン語）の単語は分解して意味を知ろうとする   




24知らない単語を理解しようと推測する   
25英語 (スペイン語）での会話中適切な語が思いつかないとき、ジェスチャーを使う 
26英語 (スペイン語）で適切な語が分からないとき自分で新しい単語を作る 
27英語 (スペイン語）を読むとき、一語一語調べない     
28他の人が次に英語 (スペイン語）で何というか推測しようと心がける  
29英語 (スペイン語）の単語が思いつかないとき、同じ意味を持つ語や句を使う 
30いろいろな方法を見つけて英語 (スペイン語）を使うよう心がける 
31自分の英語 (スペイン語）の間違いに気づき、そこから学んで上達しようと努力する  
32他の人が英語 (スペイン語）を使っているときは集中する  
33優秀な英語 (スペイン語）学習者になるためにはどうしたらよいかを考える 
34 スケジュールを立て、英語 (スペイン語）の学習に十分な時間をあてる 
35英語 (スペイン語）で話しかけることができる人を探す    
36できるだけ英語 (スペイン語）で読む機会を探す     
37英語 (スペイン語）の能力を高めるための明確な目標がある 




40間違いを恐れず英語 (スペイン語）を使うよう自分をはげます   
41 うまくいったとき、自分をほめる     
42 英語 (スペイン語）を勉強しているときや使っているときに緊張しているか神経質に自分が







47他の人と英語 (スペイン語）を練習する  
48困ったとき、英語 (スペイン語）のネイティブ・スピーカーに助けを求める  
49英語 (スペイン語）で質問をする       
50英語 (スペイン語）圏の文化を学ぶよう心がける   
 
自律 
51最も効果的な学習方法は先生が知っている (逆転項目）   
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自律 
51最も効果的な学習方法は先生が知っている (逆転項目）   
52自分たちでその日の学習内容を決めるのは効果的である 
53たとえ自分のやり方と違っていても先生のアドバイスに従うべきだと思う (逆転項目）  
54自分一人でも英語 (スペイン語）の学習はできる     
55授業を管理するのは先生である (逆転項目）    
56私が英語 (スペイン語）学習で進歩がなかったら先生のせいだと考える (逆転項目） 
57生徒の評価は先生がするべきである (逆転項目） 
58英語 (スペイン語）の授業の活動はクラスが皆同じことをする方がよい (逆転項目）  
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Las estrategias en el aprendizaje del español como segunda lengua extranjera
en los estudiantes de instituto en Japón
Yuri Yokoyama
Master en Estudios Internacionales
(Resumen)
Este artículo trata sobre las estrategias en el aprendizaje del español como segunda lengua
extranjera, en los casos de los estudiantes de español en institutos japoneses.
El objeto de este artículo es analizar estas estrategias usando el cuestionario SILL de Oxford. 
Más adelante se estudiarán los resultados siguiendo cuatro criterios: 
1) El aprendizaje autónomo. 
2) La motivación de los estudiantes. 
3) Comparaciones con estrategias en el estudio del inglés. 
4) Análisis del conjunto.
Del análisis se desprenden los siguientes 4 puntos: 
1) Se produce una tendencia en el estudiante a utilizar un abanico más amplio de estrategias 
cuando el inglés es el idioma que se está aprendiendo. Este aspecto resalta mucho en la 
estrategia cognitiva.
2) La motivación en el estudiante también es un criterio que se tiene en cuenta en el análisis. 
Comparando el aprendizaje del inglés con al aprendizaje del español, los estudiantes 
tienen metas más específicas y mayor motivación cuando estudian el primero. 
3) Los estudiantes de inglés tienden a usar más material auténtico del país de origen que los 
estudiantes de español. 
4) Mediante el análisis del nuevo modelo S2R de Oxford, sabemos que la utilización de 
estrategias afectivas y meta-afectivas no están extendidas entre los estudiantes. Una de 
las razones sería el entorno cultural en la propia sociedad japonesa.
Las investigaciones sobre la enseñanza del español en los estudiantes en edades previamente 
mencionadas son aún escasas. Con el presente análisis, se propone una nueva aproximación a la 
enseñanza del español en Japón.
 
 
